
（別紙４）

～ 令和7年3月21日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和7年3月3日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和7年3月14日

（対象数） 2 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き、目の前の子どもをどうとらえるか等アセスメント

を行い、施設内での検討会議を経て、今後子どもにとって必

要な力、目標を挙げたうえで、訪問先と連携を図っていきた

いと考えています。

2

総合的に子どもを見ることにおいては、訪問員としても複数

の目が必要。担当の訪問員に加えて、他視点の職員の訪問や

モニタリングを実施していきたいと考えます。

3

引き続き、子どもが生活している場所の環境づくりとして、

訪問先の担当職員とは情報共有を行いながら、関係づくり、

連携を行っていきたいと考えています。

訪問先の現場の声も大切にしながら、子どもにとって安心安

全の環境づくりの視点から、アドバイスを行っていきたいと

考えています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

法人内の成人施設等との連携のもと、小学高学年以降の支援

体制を強化していきたいと考えています。

2

法人内の成人施設等との連携のもと、小学高学年以降の支援

体制を強化していきます。

学齢期以降の特に9～10歳の壁、思春期の子どもの姿の捉え

方やサポート方法について学びます。

3

○事業所名 児童発達支援センターすみれ園（保育所等訪問支援）

○保護者評価実施期間 令和7年2月17日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月22日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年2月17日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

小学校高学年以降の年齢の子どもたちへの総合的な支援 特に成長発達における9～10歳の壁の乗り越えや思春期の入

口～以降については、今現在、職員学んでいるところです。

今現在は、乳幼児中心又は、卒園児の小学校低学年の訪問が

中心となっている。

職員体制と学齢期以降の学びの促進を行います。

子どもの将来を見通した目標設定を行っていること 今現在の子どもの「できるーできない」のみでの判断ではな

く、今後どのような力をつけていく必要があるのかを分析し

た上で、訪問先と共有及び連携会議を行っています。

子どもを総合的に見た目標設定を行うことができること 生活全体（本人、家族、地域）を見て、目標設定を行うよう

にしています。

関係機関連携を大切にしていること 訪問先の方針、意向の確認を必ず行っています。

生活を主に送っている訪問先の職員の子どもの捉え方や意見

は非常に大切だと思っているので、情報共有等は欠かせませ

ん。

また、保護者への報告の際は、子どもの状況と訪問先の配慮

点、結果の子どもの姿をセットにして伝えています。

事業所における自己評価総括表公表


